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桜川市が世界へ

　風薫る季節となりました。

　この「風薫る」の語源は、漢語の「薫風」

を訓読みして和語化したものです。最初は花

の香りを運んでくる春の風を指すことが多

かったようですが、次第に爽やかな初夏の風

の意味に変化してきたそうです。

　この爽やかな季節に、桜川市内を散策して、

新たな桜川市の魅力を発見し、風薫る５月を

満喫されてはいかがですか。

　市のフェイスブックでも、今

後とも桜川市の魅力を紹介して

いただきたいと思います。

中野浩徳中野浩徳さん（中華菜館彩菜）  さん（中華菜館彩菜）  
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